
関数名 式 引数 ダブルコーテーション備考

現物注文
=NEWORDER(銘柄コード,市場コード,売買区分,執行条件,単価,数量,期間指定,期間,預り
区分,確認省略フラグ,注文完了省略フラグ,パスワード,発注ID,発注条件（逆指値）,発注
単価（逆指値）,注文確認省略フラグ,注意画面表示フラグ)

第1引数 銘柄コード 必要

現物新規注文をお
こなう

第2引数 市場コード 必要
東証またはT、省略時は東証へ発注

第3引数 売買区分 不要 １：売、３：買

第4引数 執行条件 不要
1：指値、2：寄指、4：引指、6：不成
0：成行、3：寄成、5：引成、7：逆指値

第5引数 単価 必要 逆指値の場合は発火条件価格を指定
第6引数 数量 不要
第7引数 期間指定 必要 T：当日のみ有効、W：今週のみ有効、O：指定日付まで有効
第8引数 期間 必要 YYYYMMDD、当日指定、今週指定の場合は省略可能

第9引数 預り区分 不要
０：特定預り、１：一般預り、２：NISA預り、省略可能、省略時は特定口
座開設顧客は特定預り、未開設顧客は一般預り

第10引数 注文完了省略フラグ不要 0：表示あり、１：表示無し
第11引数 注文画面省略フラグ必要 RSSバージョン２では常に表示なし
第12引数 パスワード 必要 日本株取引パスワード。
第13引数 発注ID 必要 重複注文防止用のユニークなコード

第14引数
発注条件
（逆指値）

必要
執行条件が逆指値の時は下記を設定。
1：指値、4：引指、6：不成
0：成行、5：引成

第15引数
発注単価
（逆指値）

必要
執行条件が逆指値時に達成後指値価格を設定

第16引数 注文確認省略フラグ必要
0：表示あり、１：表示無し
オプショナル引数にして、指定しない場合は、現行通りの動作

第17引数 注意画面省略フラグ必要
0：表示あり、１：注意画面を表示せず注文をキャンセル
オプショナル引数にして、指定しない場合は、注意画面を表示する

信用新規注文
=MARGINORDER(銘柄コード,市場コード,売買区分,執行条件,単価,数量,期間指定,期間,
預り区分,確認省略フラグ,注文完了省略フラグ,パスワード,発注ID,発注条件（逆指値）,
発注単価（逆指値）,注文確認省略フラグ,注意画面表示フラグ)

第1引数 銘柄コード 必要

信用新規注文をお
こなう

第2引数 市場コード 必要
東証またはT、省略時は東証へ発注

第3引数 売買区分 不要 １：売、３：買

第4引数 執行条件 不要
1：指値、2：寄指、4：引指、6：不成
0：成行、3：寄成、5：引成、7：逆指値

第5引数 単価 必要 逆指値の場合は発火条件価格を指定
第6引数 数量 不要
第7引数 期間指定 必要 T：当日のみ有効、W：今週のみ有効、O：指定日付まで有効
第8引数 期間 必要 YYYYMMDD、当日指定、今週指定の場合は省略可能

第9引数 預り区分 不要
０：特定預り、１：一般預り、省略可能、省略時は特定口座開設顧客は
特定預り、未開設顧客は一般預り

第10引数 注文完了省略フラグ不要 0：表示あり、１：表示無し
第11引数 注文画面省略フラグ必要 RSSバージョン２では常に表示なし
第12引数 パスワード 必要 日本株取引パスワード。
第13引数 発注ID 必要 重複注文防止用のユニークなコード

第14引数
発注条件
（逆指値）

必要
執行条件が逆指値の時は下記を設定。
1：指値、4：引指、6：不成
0：成行、5：引成

第15引数
発注単価
（逆指値）

必要
執行条件が逆指値時に達成後指値価格を設定

第16引数 注文確認省略フラグ必要
0：表示あり、１：表示無し
オプショナル引数にして、指定しない場合は、現行通りの動作

第17引数 注意画面省略フラグ必要
0：表示あり、１：注意画面を表示せず注文をキャンセル
オプショナル引数にして、指定しない場合は、注意画面を表示する

第18引数 信用取引区分 不要 0：制度（6ヶ月）、1：一般（無期限）、省略可能、省略時は制度（6ヶ月）

信用返済注文
=REPAYMENTORDER(銘柄コード,市場コード,売買区分,執行条件,単価,数量,期間指定,
期間,預区分,建単価,建年月日,確認省略フラグ,注文完了省略フラグ,パスワード,発注ID,
発注条件（逆指値）,発注単価（逆指値）,注文確認省略フラグ,注意画面表示フラグ)

第1引数 銘柄コード 必要

建日、建単価に合
致した建玉の返済
注文をおこなう

第2引数 市場コード 必要
東証またはT、省略時は東証へ発注

第3引数 売買区分 不要 １：売返済、３：買返済

第4引数 執行条件 不要
1：指値、2：寄指、4：引指、6：不成
0：成行、3：寄成、5：引成、7：逆指値

第5引数 単価 必要 逆指値の場合は発火条件価格を指定
第6引数 数量 不要
第7引数 期間指定 必要 T：当日のみ有効、W：今週のみ有効、O：指定日付まで有効
第8引数 期間 必要 YYYYMMDD、当日指定、今週指定の場合は省略可能

第9引数 預区分 不要
０：特定預り、１：一般預り、省略可能、省略時は特定口座開設顧客は
特定預り、未開設顧客は一般預り

第10引数 建単価 不要 決済建玉の建単価を指定する(必須）
第11引数 建年月日 不要 決済建玉の建日を指定する(必須）。YYYYMMDD
第12引数 注文完了省略フラグ不要 0：表示あり、１：表示無し
第13引数 注文画面省略フラグ必要 RSSバージョン２では常に表示なし
第14引数 パスワード 必要 日本株取引パスワード。
第15引数 発注ID 必要 重複注文防止用のユニークなコード

第16引数
発注条件
（逆指値）

必要
執行条件が逆指値の時は下記を設定。
1：指値、4：引指、6：不成
0：成行、5：引成

第17引数
発注単価
（逆指値）

必要
執行条件が逆指値時に達成後指値価格を設定

第18引数 注文確認省略フラグ必要
0：表示あり、１：表示無し
オプショナル引数にして、指定しない場合は、現行通りの動作

第19引数 注意画面省略フラグ必要
0：表示あり、１：注意画面を表示せず注文をキャンセル
オプショナル引数にして、指定しない場合は、注意画面を表示する

第20引数 信用取引区分 不要 0：制度（6ヶ月）、1：一般（無期限）、省略可能、省略時は制度（6ヶ月）

注文取消
=ORDERCANCEL(注文番号,確認省略フラグ,注文完了省略フラグ,パスワード,取消ID,注
文確認省略フラグ)

第1引数 注文番号 必要
注文照会関数で取得した番号

第2引数 注文完了省略フラグ不要 0：表示あり、１：表示無し
第3引数 注文画面省略フラグ必要 RSSバージョン２では常に表示なし
第4引数 パスワード 必要 日本株取引パスワード。
第5引数 取消ID 必要 重複注文防止用のユニークなコード

第6引数 注文確認省略フラグ必要
0：表示あり、１：表示無し
オプショナル引数にして、指定しない場合は、現行通りの動作

注文訂正
=REPLACEORDER(注文番号,執行条件,単価,数量,確認省略フラグ,注文完了省略フラ
グ,パスワード,訂正ID,発注条件（逆指値）,発注単価（逆指値）,注文確認省略フラグ)

第1引数 注文番号 必要
注文照会関数で取得した番号

値段条件と値段、も
しくは数量を訂正す

第2引数 執行条件 不要
1：指値、2：寄指、4：引指、6：不成
0：成行、3：寄成、5：引成、7：逆指値、変更しない場合は省略可能

第3引数 単価 必要
逆指値の場合は発火条件価格を指定
変更しない場合は省略可能

第4引数 数量 必要
変更しない場合は省略可能、但し値段、もしくは数量どちらか一方の
変更のみ

第5引数 注文完了省略フラグ不要 0：表示あり、１：表示無し
第6引数 注文画面省略フラグ必要 RSSバージョン２では常に表示なし
第7引数 パスワード 必要 日本株取引パスワード。
第8引数 訂正ID 必要 重複注文防止用のユニークなコード

第9引数
発注条件
（逆指値）

必要

執行条件が逆指値の時は下記を設定。
1：指値、4：引指、6：不成
0：成行、5：引成
変更しない場合は省略可能

第10引数
発注単価
（逆指値）

必要
執行条件が逆指値時に達成後指値価格を設定
変更しない場合は省略可能

第11引数 注文確認省略フラグ必要
0：表示あり、１：表示無し
オプショナル引数にして、指定しない場合は、現行通りの動作


